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密に暮らすこと
～高齢者と若者の密なコεユニティの構築～
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二丁目.京島砲区は、東京大空襲による焼失を免れ、周辺から被災者が流れ込み、都市墓盤が未整備のまま市街甥ヒが進行した地区である.その結果、京島では迷路のような細い道が張り巡らされ、住宅が無秩序番こ密集して建てられた一

現在に至クても、無秩序な衡のカタチは残っており、防災面や更齢化、空を家など橡々な課票を抱える地域である 密集したエリアの中で築かれてきた住民同士の密な繋がりは薄れ、建物の老朽化とともにかってのコミュニティの活気が失われっつある、

高齢化の深刻さや災害時の危険度が噂してい〈一方で、若者の転入数は年々増加しており、京島の街に魅力を感U1京島でお店を開く若者が増加している,本設計では、住む空置と、活勤の空間、作品を飾る空間によって、住邑同士の関わりが生まれ、密に住むこ

とや共に生活すること、共有することを考え直す集合住宅を提案する、

敷地調査

街と暮らし続けてきた人々
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高齢化の深クHL居住年数の長さ

→京島2、3丁目には長い年月の間自分の持

ち家で生活してきた嵩齢者か多い.
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池城危険度(違物制墳,火災)がランク5であるゆ

対象散地は、京烏二丁目、西受を篩亀戸纏,

したエリアである,

が残る、

暮らしを支える生活の場

外とつながる自己表現の場

× 新しL・風を吹き込む人々
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転入数〉転出数。

京島3丁目を中心に、長展に活動の拠点を禰える若

者が増えている、

袋小路を内包する木造住宅が鶴

る一方て、京島のキャラクター二
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住民をつなぐ交流の場

充実惑を与える活動の場

残る長屋の景観、人の影
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賢災、戦災後や工業、商業の発展に伴い増加する住宅の需要に応えたa京島の人ノ つてきた長麿。

?、全体で運続感・?体惑をっくりだしてぃる。狭J』\空間をいかlこ快通に薯らすかが表

れている空間であり、密に暮らしていることを実感する空間である。
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く災害危険地域〉

・木造密集地帯

・海抜Oメートル地帯

ー

Iー

く臨海地域〉

・地区内残留地区

・広域避難場所

↓
江東デルタ地帯は

2面性を持つ地域である。

〈帰宅困難者数とその分布〉

本研究では、(株)NⅡdokomoの提供する携帯電話の端末位置情報を利用した人口統計

データであるモバイル空間統計を用いている。そのデータから平日、休日、イベント日といっ
た日時を設定し、江東デルタ地帯1二おける帰宅困難者数の総数と分布を明かにした。帰宅
困難者の分布については、江東デルタ地帯における500mメッシュごとの分布を使用した。

時間帯別帰宅困難者数
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出典 中央防災会議 首都直下地震対策検討ワーキンググルー

プ(首都直下地震の被害想定と対策について(最終報告))

)フ
出典:東京都防災ホームページ

首都直下地震等による東京の被嘗想定 概要版

〈江東区防災計画〉
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観光名所や商業施設のあるエ
リアに集中的に発生。
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隅田川沿い及び臨海部に集中
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江東区洪水ハザードマップ
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出典: 荒川下流河川事務所

荒川水系 大規模氾濫に関する減災対策協議会
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荒川氾濫による洪水発生時については、左側の図から江東デルタの荒川流域周辺を中

心に海抜Oメートル地帯が広く分布していることがわかる。そして右側のハザードマップを

参考にすると、内陸部のほぼ全域が3メートル以上の浸水被害を受け、避難地区として豊

洲を含む臨海部が指定されている。したがって地震発生時、洪水発生時ともに臨海部は内
陸部の避難者の受け口となる可能性がある。
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平日14時

帰宅困難者数:23423人
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イベントの開催場所付近に集
中的に発生。

■

Z

町
＾―

優実ク―I彌

徊引hメ戸1?・z自lε匈為

6い峠リリu―肉嘔

埼-り―レ1L4いレ―

輔唖鋼謝雫調帷

―目!ν吻中―仲中

■訃神pべ11～鴛

ラ響r0セ馬

花火大会18時
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休日14時

帰宅困難者数:16777人
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手品に姦呈デ催場′11614
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帰宅困難者数:18023人
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く防災性能と災害連携に関する研究〉 〈災害時の施設間連携体制〉

l
?-1ですI(V味V人1,5?1髭丸工y?L中や覧

?ハい11よ典Q1墓腎ハ1E-1

ヒアリング調W/アンケート調資

◆
・各施設の災害対応

(事前準備 備蓄品 帰宅困難者受入)

・災害時の施設間連携
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先述した被害想定から豊洲周辺でも大きな混

乱が予想されることが分かる。それらの抑制の

ため、またさらには地区内の防災にまつわる情

報の一元化と可視化を目的として、防災マップや

帰宅困難者支援マップの作成が、活動のひとつ
として考えられる。

その前段階として本研究室では、「豊洲2・3丁

目の防災性能と災害時連携に関する研究」を
行った。2・3下目の各施設にヒアリング調査やア

ンケート調査を行い、事前準備や備蓄品、帰宅

困難者受人などの災害対応と、災害時の施設間
連携について明らかにした。
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1

図は施設間連携の結果をまとめたものである。ピンクで囲った部分は同じ用途施設での

連携で、災害対応マニュアルや情報を共有している、オフィスピル群、マンション群。オレン

ジは異なる用途施設での連携で、ららぼ一ととフットサル場の間では互いに避難場所として

提供しあう、口約束による協定がある。ビバホームは食料やカセットボンベなどを周辺施設
に提供可能となっている。青は、旧1が江東区と災害時協力協定を結んでいるということで、

周辺の施設が災害時避難することを想定している。
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